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研究成果の概要（和文）：

オーダライフサイクルマネジメント(Order Life-cycle Management: OLM)は，製造業で扱われ

る様々な種類のオーダ情報の変化を管理する概念である．状況が動的に変化する環境において，

OLM は有効な情報を与え，意思決定作業を迅速かつ的確なものにする．本研究では，高い性能

のサプライチェーンを実現するために，生産計画・スケジューリング機能と OLM を協調的に融

合する新しいアプローチを提案している．具体的にはオーダ遷移モデルを提案し，そのモデルを

利用したオーダデータベースを構築し，多段階生産計画・スケジューリング機能との接続プロト

コルを整備している．

研究成果の概要（英文）：
Order Life-cycle Management (OLM) is to manage information changing in the life

cycle of many kinds of orders utilized in manufacturing companies. It improves the smart
and prompt decision-making in dynamically changing situations. In this study, the novel
approach integrating many kinds of production planning and scheduling modules with
an OLM system to realize the high performance Supply Chain Management (SCM) is
proposed. The database for an OLM system according to Order Transition Model utilizes
past records of order information with influence relations between orders. Many kinds of
information are extracted from it and transferred to a production planning and
scheduling module as a processing module in a multi-stage scheduling system.
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１．研究開始当初の背景
オーダライフサイクルマネジメント

（Order Life-cycle Management: OLM）は，
製造業で扱われる様々な種類のオーダの情
報の変化を管理する概念である．オーダの生
成から消滅までの状態（生成，受注，生産，
出荷，納入，検収など）を管理し，その情報
を可視化することによって，動的に変化する
状況に応じて迅速な意思決定を促し，さらに
顧客に対する適確な情報提示により顧客満
足を得ることを目標としている．エンタプラ
イズリソースプランニング（Enterprise
Resource Planning: ERP）ベンダーはこのよ
うな OLM の機能を様々な形で実現している．
しかし，この OLM はオーダの受注以後の状
態の変化に重きを置いたもの（狭義 OLM）
であり，生産計画および生産スケジュール立
案のために有効な受注以前の情報は管理の
対象ではない．

一方，サプライチェーンマネジメント
（Supply Chain Management: SCM）にお
いては，サプライチェーンを構成する要素間
での情報のスムーズな流れによって，要素間
での在庫推移を最適化することが重要視さ
れている．しかしながら，情報伝達のインフ
ラストラクチャの整備は広く行われている
が，これについても受注以前の情報の有効利
用は行われていないために，大きな改善効果
が得られていない．受注以前の情報としては，
例えば，数量未確定の情報，受注確定である
が仕様未確定の情報などがあり，これらの情
報によって，将来の生産能力の予測による作
業員の確保，受注コントロールおよび精度の
高い納期回答，原料の先行手配による短納期
化などが可能となるであろう．

このような SCM を実現するためには，生
産計画および生産スケジューリングの技術
が重要である．一般的にオーダ情報は中長期
戦略および戦術レベルの生産計画機能では
情報が集約されて扱われ，短期運用レベルの
生産スケジューリング機能ではその集約さ
れた情報は詳細な情報に変換され扱われる．
また，生産スケジューリング機能の中でも，
このような情報の部分的な集約が必要な場
合も多い．SCM ベンダーは，生産スケジュ
ーリング機能を提供しているが，情報の集約
の度合いに応じて異なるスケジューリング
手法を提供する機能は実現していない．集約
された情報と詳細な情報を混在して扱うこ
とは，処理の高速化，不足した情報から重要
な情報を抽出するという点で非常に重要で
あり，このような情報に対応可能な多段階生
産計画・スケジューリングシステムが必要と
なっている．このようなシステムを実現する
ためには OLM との協調的融合が必要である．

２．研究の目的
本研究の主旨は，サプライチェーンを構成

する要素間でのオーダ情報の受注以前の状
態の変化も視野に入れライフサイクルをさ
らに細かく捉え（以降，広義 OLM と呼ぶ），
その情報を生産計画・スケジューリングの機
能とより頻繁にかつ親密に融合することに
よって，より高機能な SCM を実現すること
にある．
そこで，本研究では，広義 OLM の機能を

実現するデータベースシステムを構築し，多
段階生産計画・スケジューリング機能との協
調的融合を図ることを目的としている． そ
のため，以下のような２つの研究課題に取り
組む．

図 1 OLM と多段階生産計画・スケジューリ
ング機能との協調的融合

（１） 広義 OLM で扱うオーダ情報の一般
化データベースの実現

オーダ情報の詳細情報は様々な属性を持
つ．それに対して広義 OLM で扱うオーダ情
報はそれらの属性の値の欠落あるいはあい
まい値の設定が必要であり，このような特性
に対応するデータベースの設計が必要であ
る．また，CSCW に基づく顧客オーダのネゴ
シエーションの場を実現する手法について
検討を行い，実問題の事例におけるデータベ
ースの整理を行う．本研究における広義
OLM の一般化データベースは，このような
検討のもと多くの事例への適用を考慮して
実現する．
（２） 多段階生産計画・スケジューリング

機能の提案
研究代表者は，平成 16 年度～平成 17 年度

科研費において「自己構築型スケジューリン
グシステムに関する研究」を行った．自己構
築型スケジューリングシステムとは，スケジ
ューリング業務におけるユーザの操作を通
じて，スケジューリングに必要なマスタ情報
やスケジューリング手法をシステムが学習
し，その学習した情報をユーザの支援機能と
して利用するシステムである．このシステム
は，様々な種類のプロセスへの適用が可能で
あり，かつ，ひとつのプロセスに対しても，

procurement

detailed

create terminate…

Supplier Customer

Processing
Module

Processing

Processing

Multi-stage Production Planning and Scheduling

Order Life-cycle Management

aggregated

…

available-to-promise



状況に応じていくつかの異なるスケジュー
リング機能を実現するために利用可能であ
る．そこで，このスケジューリングシステム
を基盤技術として，広義 OLM から提供され
る種々のオーダ情報の形態に応じて，多段階
に意思決定を行う多段階生産計画・スケジュ
ーリング機能の検討を行う．そして，広義
OLM データベースシステムと，多段階生産
計画・スケジューリング機能との協調的融合
を図る方法を検討する．

３．研究の方法
本研究では，以下の手順に従って最終的な

目的である広義 OLM データベースシステム
と多段階生産計画・スケジューリング機能と
の協調的融合を図るフレームワークの実現
を目指した．
（１） 企業ヒアリングの実施

ERP，SCM を導入している企業から広義
OLM と生産計画・スケジューリングシステ
ムとの連携に関する要望が多い．そこで，こ
の連携に関して，実際の企業３社から要望を
ヒアリングした．ヒアリングを通じて連携の
一般化の可能性について検討を行った．また，
生産スケジューリングシステムのプロトタ
イプを作成し，そのシステムをベースに業種
毎に異なるスケジューリング手法について
整理した．更に，受注システムとの連携につ
いても評価を行い必要な機能を整理した．
（２） ERP・SCM における狭義 OLM の融

合方法の現状調査
ERP ベンダー，SCM ベンダーが提供して

いる狭義 OLM と生産計画・スケジューリン
グ機能との融合方法について調査を行い，望
まれる機能に対する現状の問題点を整理し
た．
（３） 広義 OLM で扱うオーダ情報の一般

化データベース構造設計
広義 OLM で扱う一般化データベース構造

の設計を行った．ヒアリングを行った企業で
のユースケースを活用し，UML を用いてデ
ータベースと外部システムとの連携方法の
モデリングを行った．広義 OLM で扱うオー
ダ情報における情報の欠落，変化，情報間の
関連の扱い方について，いくつかの事例を通
じて検討を行った．そして，オーダ情報の変
化を管理するためのオーダ推移モデルを提
案した．
（４） 納期回答システムのプロトタイプの

作成
顧客と広義 OLM データベースシステム，

および，生産計画・スケジューリングシステ
ム間でのデータの関連において，広義 OLM
のオーダ情報に対する納期回答の機能の実
現方法を検討した．バッチ方式とリアルタイ
ム方式を組み合わせた納期回答機能を提案
し，その有用性をシミュレーションによって

明らかにした．
（５） 多段階生産計画・スケジューリング

手法の実現方法の可能性について検
討

多段階生産計画・スケジューリング機能を
実現するために，既開発の自己構築型スケジ
ューリングシステムの機能を利用し，その機
能をさらに強化した．このシステムは，一般
企業で利用してもらい評価してもらうため
にＷｅｂ公開を開始した．実際の企業の運用
データを入手し，そのデータをこのシステム
に適用し，多段階生産計画・スケジューリン
グ機能において，スケジューリング処理をど
のように行うかを検討した．処理で利用され
る共通処理内容を，多段階生産計画・スケジ
ューリング機能として利用可能な部品とし
て抽出し，それらを利用する仕組みを検討し
た．また，多段階生産スケジューリングで用
いる共通部品は，様々な視点（時間，利用資
源など）からスケジュールを検討できるよう
にしなければならない．そこで，検討方法に
応じてマスタ情報を変化させることができ
るような部品の一般化を検討した．
（６） 広義 OLM データベースシステムと

多段階生産スケジューリングシステ
ムの協調的融合のためのフレームワ
ークの実現

広義 OLM を中核とした多段階生産計画・
スケジューリングシステムの連携フレーム
ワークを実現した．
－OLM データベースシステムと多段階生産
計画・スケジューリングシステム連携フレー
ムワーク：
多段階生産計画・スケジューリングシステ

ムは，様々なレベルで意思決定を行うスケジ
ューリング機能を提供する．OLM データベ
ースシステムでは，オーダの推移モデルに従
ってオーダ情報が管理される．各生産計画・
スケジューリング機能で抽出すべき情報は
異なり，多段階生産計画・スケジューリング
システムと連携するために，個々の生産計
画・スケジューリング機能を実現する処理モ
ジュールからオーダ内部情報の可視情報を
制御する仕組み，オーダ間の関連に従って情
報の整合性を保つ仕組みを提案し，そのフレ
ームワークを実現した．
－多段階生産計画・スケジューリング機能を
実現する処理モジュールの整理
多段階生産計画・スケジューリング機能を

実現する処理モジュールでは，個々のスケジ
ューリング結果が適時相互に影響を与える
仕組みが必要である．OLM データベースシ
ステムで扱うオーダは，様々な抽象レベルの
ものを対象とし，その抽象レベルによってレ
シピも異なる．そこで，そのような抽象度の
異なるレシピを生成するライトウェイトレ
シピ生成の仕組みを提案し実現した．また，



スケジュール情報を種々の自由な観点から
表示できるマルチビューガントチャートの
仕組みも提案し実現した．
－フレームワークを利用するための業務プ
ロセスモデリング手法

OLM データベースシステムと多段階生産
計画・スケジューリングシステム連携フレー
ムワークを利用してスケジューリングシス
テムを実現するためには，業務分析および業
務プロセスのモデリングが必要であり，これ
らの過程を支援するモデリング手法を提案
した．

４．研究成果
研究成果として，広義 OLM データベース

システムと多段階生産計画・スケジューリン
グ機能との協調的融合を図るフレームワー
クを提案した．このフレームワークでは，
OLM のデータ推移モデルをまず提案し，
OLM データベースシステム内でのデータの
管理方法を明確にした．そして，OLM デー
タベースと多段階生産計画・スケジューリン
グシステム，あるいは受注システムとの連携
を行うためのプロトコルを定義し，OLM 内
部でのデータの整合性を保つ仕組みを提案
した．そして，多段階生産計画・スケジュー
リング機能を提供する処理モジュールに必
要な機能を明確にした．
このようなフレームワークを評価するた

めに，実際の製造プロセスのデータを入手し，
いくつかの処理モジュールを作成し，その有
用性を評価した．

要素技術については，５件の雑誌論文とし
てその内容をまとめている．全体のフレーム
ワークについては，３件の国内学会発表，２
件の国際学会発表（論文採録済み）として内
容を報告している．
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